
東京工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 情報数学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0100 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 情報工学科 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 小倉久和「はじめての離散数学」近代科学社
担当教員 小嶋 徹也
到達目標
1. データを木やグラフなどの形式を用いて表現する方法を理解する。
2. 数の体系について理解し，さまざまな基数の下で簡単な四則演算を実行できる。
3. 剰余演算とこれがなす有限体などの代数系について理解する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
グラフや木を用いたデータ表現の
方法を理解し，これらの応用分野
について説明できる。

グラフや木を用いたデータ表現の
方法を理解し，図を用いてデータ
の流れをトレースできる。

グラフや木を用いたデータ表現の
方法を理解しておらず，図を用い
てデータの流れを説明することが
できない。

評価項目2
数の体系について理解し，さまざ
まな基数の下での演算や基数間の
変換を実行できる。

数の体系について理解し，簡単な
四則演算を実行できる。

数の体系を理解しておらず，簡単
な四則演算を行なうことができな
い。

評価項目3
剰余演算とこれがなす代数系につ
いて理解し，与えられた有限体の
上で各種の演算を実行できる。

剰余演算とこれがなす代数系につ
いて理解し，与えられた有限体上
の加算表や乗算表を作成できる。

剰余演算とこれがなす代数系につ
いて理解しておらず，有限体上で
の演算を実行できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
情報数学Ⅰなどで学習したmod演算や集合や写像などに関する内容を拡張し，数の体系や整数がなす代数系の性質など
について理解し，応用として計算機上で乱数を生成する仕組みについて理解することを主たる目的とする。さらに，デ
ータを木やグラフを用いて表現する方法やその応用についても理解し，説明できるようになる。

授業の進め方・方法
毎回の授業の学習テーマを設定し，その内容について解説する。授業の内容を理解しているかどうか確認するため，毎
回簡単な演習問題を課し，提出させる。提出された課題は教員が採点し，原則として次回の授業で返却して解説を行な
う。定期試験では原則として毎回の課題に類似した内容の問題を出題し，最終的な定着度を確認する。

注意点 集合，写像の概念などについて復習しておくこと。また，毎回授業の最後に演習問題を行う。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 グラフ グラフの定義と種類について理解し，違いを説明でき
る。

2週 オイラーグラフとその応用 オイラーグラフやハミルトン閉路の定義，およびこれ
らを応用した問題について理解する。

3週 木 木の定義とさまざまな種類の木について理解し，その
違いを説明できる。

4週 記数法と基数の変換 数をさまざまな基数を用いて表現することができる。

5週 整数の除法と最大公約数
負の数を含む整数の除算が実行でき、ユークリッドの
互除法を用いて最大公約数および最小公倍数を求める
ことができる。

6週 素因数分解と原始根 整数の素因数分解ができ，原始根やオイラーの関数の
値を求めることができる。

7週 代数系と群
代数系と群の定義を理解し，代数系上の加算表や乗算
表を作成して，その代数系が群であるかどうかを判定
できる。

8週 部分群と同型写像
与えられた部分集合が部分群かどうかを判定すること
ができる。また，群上の写像の像と核を求めることが
できる。

4thQ

9週 巡回群と群の元の位数 群上のべき乗算を行うことができ，群の各元の位数を
求めることができる。

10週 環と体 環と体の違いについて説明でき，素数体上における演
算が実行できる。

11週 有限体上の多項式
有限体上で多項式の加減乗除算を行なうことができ
，最大公約多項式や最小公倍多項式を求めることがで
きる。

12週 既約多項式 与えられた有限体上の多項式が既約か可約かを判定す
ることができる。

13週 多項式環 多項式がなす環および有限体について理解し，これら
の上で加算表や乗算表を作成することができる。

14週 有限体の応用〜M系列〜 線形帰還シフトレジスタを設計して，M系列を生成す
ることができる。

15週 期末試験

16週 試験返却，および試験の解説 科目全体を振り返り，各単元について十分に理解し
，計算に反映できる。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 情報数学・

情報理論

集合に関する基本的な概念を理解し、集合演算を実行できる。 4
集合の間の関係(関数)に関する基本的な概念を説明できる。 4
ブール代数に関する基本的な概念を説明できる。 4
離散数学に関する知識をアルゴリズムの設計、解析に利用するこ
とができる。 4

コンピュータ上での数値の表現方法が誤差に関係することを説明
できる。 4

コンピュータ上で数値計算を行う際に発生する誤差の影響を説明
できる。 4

コンピュータ向けの主要な数値計算アルゴリズムの概要や特徴を
説明できる。 4

評価割合
試験 演習問題 合計

総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 80 20 100
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0


